
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後期高齢者医療保険料は、各被保険者が納付義務者

世帯

通知

○封筒の中に入っているもの

 

○決定通知書

は じ め に

国保年金課へのお問い合せの際には、

「被保険者番号

前年の所得をもとに、保険料を算定した結果を示しています。

※ 詳細は、保険料決定通知書裏面の

後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料

後期高齢者医療保険料は、各被保険者が納付義務者

世帯内で複数

通知します。

○封筒の中に入っているもの

保険料決定通知書

○決定通知書

は じ め に

国保年金課へのお問い合せの際には、

被保険者番号」をお伝えいただけるとスムーズです。

軽減制度が適用されている場合は、

軽減割合と軽減額が記載されます。

前年の所得をもとに、保険料を算定した結果を示しています。

詳細は、保険料決定通知書裏面の

後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料

後期高齢者医療保険料は、各被保険者が納付義務者

内で複数人が後期高齢者医療保険に

。 

○封筒の中に入っているもの

決定通知書 

○決定通知書のポイント

は じ め に 

国保年金課へのお問い合せの際には、

」をお伝えいただけるとスムーズです。

が適用されている場合は、

と軽減額が記載されます。

賦課の

「総所得金額等

前年の所得をもとに、保険料を算定した結果を示しています。

詳細は、保険料決定通知書裏面の

後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料

後期高齢者医療保険料は、各被保険者が納付義務者

後期高齢者医療保険に

○封筒の中に入っているもの 

 

のポイント（上部

国保年金課へのお問い合せの際には、

」をお伝えいただけるとスムーズです。

が適用されている場合は、

と軽減額が記載されます。

賦課のもととなる

「総所得金額等

前年の所得をもとに、保険料を算定した結果を示しています。

詳細は、保険料決定通知書裏面の説明をご覧ください。

後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料

後期高齢者医療保険料は、各被保険者が納付義務者

後期高齢者医療保険に加入してい

納付書

（上部） 

 

」をお伝えいただけるとスムーズです。

が適用されている場合は、 

と軽減額が記載されます。※ 

もととなる所得金額は、

「総所得金額等 － 基礎控除（

前年の所得をもとに、保険料を算定した結果を示しています。

説明をご覧ください。

後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料

後期高齢者医療保険料は、各被保険者が納付義務者

加入してい

納付書 

」をお伝えいただけるとスムーズです。 

年間（１２か月

加入月数に

は、 

基礎控除（43 万円）の合計額」です

前年の所得をもとに、保険料を算定した結果を示しています。 

説明をご覧ください。

後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料 決 定 通 知 書 の 見 方

後期高齢者医療保険料は、各被保険者が納付義務者となります。

加入している場合でも、

※納付書が入っていない方

・口座振替を登録している方

・特別徴収（年金からの天引き）の方

・保険料

など

年間（１２か月分）の

月数に応じて、

万円）の合計額」です

説明をご覧ください。 

決 定 通 知 書 の 見 方

となります。 

でも、それぞれに保険料を

※納付書が入っていない方

・口座振替を登録している方

・特別徴収（年金からの天引き）の方

・保険料額の変更により還付等になる方

など 

）の保険料額

、減額します。

万円）の合計額」です。※ 

ウラ面

決 定 通 知 書 の 見 方

それぞれに保険料を

※納付書が入っていない方

・口座振替を登録している方

・特別徴収（年金からの天引き）の方

額の変更により還付等になる方

保険料額を 

します。 

算定された

険料額

で記載しています。

 

ウラ面もあります

 

決 定 通 知 書 の 見 方 

それぞれに保険料を賦課し、

※納付書が入っていない方 

・口座振替を登録している方 

・特別徴収（年金からの天引き）の方

額の変更により還付等になる方

算定された「年間

険料額」を変更前後

で記載しています。

○
○

あります。 

項番８

(月次用

 

し、 

・特別徴収（年金からの天引き）の方 

額の変更により還付等になる方 

年間保

を変更前後

で記載しています。 

○前  

○後  
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 年金天引きが停止する例

  

  

  

 

 

 

 

 

○決定通知書のポイント

  年間の保険料をどのように納付いただくかを示しています。

 徴収方法が切り替わる場合について

 後期高齢医療保険料は、原則年金天引き（特別徴収）により徴収されますが、何らかの理由

により年金天引きが停止した場合は、天引き再開は翌年１０月からとなり時間がかかります。

再開までは、納付書または口座振替（普通徴収）により納付いただくことになります。

年金天引きが停止する例

  １）年間の保険料額と年金支給額との関係から年金天引きの対象とならない場合。

  ２）年間保険料が前年と比較して大きく減額し、年度の途中で年間保険料の全て

合。

  など 

○決定通知書のポイント

特別徴収の対象となる

年金を記載しています。

年間の保険料をどのように納付いただくかを示しています。

徴収方法が切り替わる場合について

後期高齢医療保険料は、原則年金天引き（特別徴収）により徴収されますが、何らかの理由

により年金天引きが停止した場合は、天引き再開は翌年１０月からとなり時間がかかります。

再開までは、納付書または口座振替（普通徴収）により納付いただくことになります。

年金天引きが停止する例

１）年間の保険料額と年金支給額との関係から年金天引きの対象とならない場合。

間保険料が前年と比較して大きく減額し、年度の途中で年間保険料の全て

合。 

○決定通知書のポイント

特別徴収

普通徴収

特別徴収の対象となる

年金を記載しています。

年間の保険料をどのように納付いただくかを示しています。

徴収方法が切り替わる場合について

後期高齢医療保険料は、原則年金天引き（特別徴収）により徴収されますが、何らかの理由

により年金天引きが停止した場合は、天引き再開は翌年１０月からとなり時間がかかります。

再開までは、納付書または口座振替（普通徴収）により納付いただくことになります。

 年金天引きが停止する例

１）年間の保険料額と年金支給額との関係から年金天引きの対象とならない場合。

間保険料が前年と比較して大きく減額し、年度の途中で年間保険料の全て

○決定通知書のポイント（下部）

特別徴収は年金から天引き

普通徴収は納付書・口座振替で納付

特別徴収の対象となる 

年金を記載しています。 

年間の保険料をどのように納付いただくかを示しています。

徴収方法が切り替わる場合について 

後期高齢医療保険料は、原則年金天引き（特別徴収）により徴収されますが、何らかの理由

により年金天引きが停止した場合は、天引き再開は翌年１０月からとなり時間がかかります。

再開までは、納付書または口座振替（普通徴収）により納付いただくことになります。

１）年間の保険料額と年金支給額との関係から年金天引きの対象とならない場合。

間保険料が前年と比較して大きく減額し、年度の途中で年間保険料の全て

（下部） 

年金から天引きとなる保険料額、

納付書・口座振替で納付

年間の保険料をどのように納付いただくかを示しています。

後期高齢医療保険料は、原則年金天引き（特別徴収）により徴収されますが、何らかの理由

により年金天引きが停止した場合は、天引き再開は翌年１０月からとなり時間がかかります。

再開までは、納付書または口座振替（普通徴収）により納付いただくことになります。

１）年間の保険料額と年金支給額との関係から年金天引きの対象とならない場合。

間保険料が前年と比較して大きく減額し、年度の途中で年間保険料の全て

となる保険料額、

納付書・口座振替で納付する

口座振替

年間の保険料をどのように納付いただくかを示しています。

後期高齢医療保険料は、原則年金天引き（特別徴収）により徴収されますが、何らかの理由

により年金天引きが停止した場合は、天引き再開は翌年１０月からとなり時間がかかります。

再開までは、納付書または口座振替（普通徴収）により納付いただくことになります。

１）年間の保険料額と年金支給額との関係から年金天引きの対象とならない場合。

間保険料が前年と比較して大きく減額し、年度の途中で年間保険料の全て

となる保険料額、 

する保険料です

【お問い合わせ先】

国保年金課

TEL：（082

FAX：（082

口座振替の登録口座を記載しています。

年間の保険料をどのように納付いただくかを示しています。 

後期高齢医療保険料は、原則年金天引き（特別徴収）により徴収されますが、何らかの理由

により年金天引きが停止した場合は、天引き再開は翌年１０月からとなり時間がかかります。

再開までは、納付書または口座振替（普通徴収）により納付いただくことになります。

１）年間の保険料額と年金支給額との関係から年金天引きの対象とならない場合。

間保険料が前年と比較して大きく減額し、年度の途中で年間保険料の全て

保険料です。 

【お問い合わせ先】

国保年金課 医療給付

082）420-0933

082）422-0334

登録口座を記載しています。

後期高齢医療保険料は、原則年金天引き（特別徴収）により徴収されますが、何らかの理由

により年金天引きが停止した場合は、天引き再開は翌年１０月からとなり時間がかかります。

再開までは、納付書または口座振替（普通徴収）により納付いただくことになります。

１）年間の保険料額と年金支給額との関係から年金天引きの対象とならない場合。

間保険料が前年と比較して大きく減額し、年度の途中で年間保険料の全て

【お問い合わせ先】 

医療給付係 

0933 

0334 

登録口座を記載しています。

後期高齢医療保険料は、原則年金天引き（特別徴収）により徴収されますが、何らかの理由

により年金天引きが停止した場合は、天引き再開は翌年１０月からとなり時間がかかります。

再開までは、納付書または口座振替（普通徴収）により納付いただくことになります。 

１）年間の保険料額と年金支給額との関係から年金天引きの対象とならない場合。 

間保険料が前年と比較して大きく減額し、年度の途中で年間保険料の全てを徴収した場

登録口座を記載しています。 

 

後期高齢医療保険料は、原則年金天引き（特別徴収）により徴収されますが、何らかの理由

により年金天引きが停止した場合は、天引き再開は翌年１０月からとなり時間がかかります。

を徴収した場
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同封の納付書を使用して最寄の金融機関で納めてください。 

   （※コンビニではお取扱いできません。） 
●督促状について 

  納期限までに完納が確認できない場合は督促状を発します。 

 

●延滞金について 

  納期限までに保険料を納付されない場合は、次の方法により求めた延滞金の額を加えて納付していただくことになります。納期限の翌日から納付の日までの日数に応じ、その金額 

（金額の全額が 2,000 円未満の場合にはその全額を、金額の全額が 2,000 円以上の場合でも 1,000 円未満の端数を切り捨てます。）に所定の割合（※注）を乗じて算出します。 

  （※注）所定の割合について 

   ・平成 25 年 12 月 31 日まで…年 14.6％（納期限の翌日から 1か月を経過する時までの期間については、各年の前年の 11 月 30 日を経過する時における商業手形の基準割引率に 

年 4％の割合を加算した割合） 

   ・平成 26 年 1月 1日から令和 2年 12 月 31 日まで…特例基準割合（各年の前々年の 10 月から前年の 9月までの各月における銀行の短期貸出約定平均金利（新規）の合計を 12 で 

除して得た割合に、年 1％を加算した割合）に年 7.3％を加算した割合（納期限の翌日から 1か月を経過する時までの期間については特例基準割合に年 1％を加算した割合） 

・令和 3年 1月 1日以降…延滞金特例基準割合（平均貸付割合（各年の前々年の 9月から前年の 8月までの各月における短期貸付けの平均利率（当該各月において銀行が新たに 

行った貸付けに係る利率の平均））に年 1％の割合を加算した割合）に年 7.3％を加算した割合（納期限の翌日から 1か月を経過する時までの期間については延滞金特例基準 

割合に年 1％を加算した割合） 

  ただし、算出した延滞金が 1,000 円未満の場合にはその全額を、その金額が 1,000 円以上の場合でも 100 円未満の端数金額は切り捨てます。 

  

 

同封の納付書を使用して最寄の金融機関で納めてください。 

   （※コンビニではお取扱いできません。） 
●督促状について 

  納期限までに完納が確認できない場合は督促状を発します。 

 

●延滞金について 

  納期限までに保険料を納付されない場合は、次の方法により求めた延滞金の額を加えて納付していただくことになります。納期限の翌日から納付の日までの日数に応じ、その金額 

（金額の全額が 2,000 円未満の場合にはその全額を、金額の全額が 2,000 円以上の場合でも 1,000 円未満の端数を切り捨てます。）に所定の割合（※注）を乗じて算出します。 

  （※注）所定の割合について 

   ・平成 25 年 12 月 31 日まで…年 14.6％（納期限の翌日から 1か月を経過する時までの期間については、各年の前年の 11 月 30 日を経過する時における商業手形の基準割引率に 

年 4％の割合を加算した割合） 

   ・平成 26 年 1月 1日から令和 2年 12 月 31 日まで…特例基準割合（各年の前々年の 10 月から前年の 9月までの各月における銀行の短期貸出約定平均金利（新規）の合計を 12 で 

除して得た割合に、年 1％を加算した割合）に年 7.3％を加算した割合（納期限の翌日から 1か月を経過する時までの期間については特例基準割合に年 1％を加算した割合） 

・令和 3年 1月 1日以降…延滞金特例基準割合（平均貸付割合（各年の前々年の 9月から前年の 8月までの各月における短期貸付けの平均利率（当該各月において銀行が新たに 

行った貸付けに係る利率の平均））に年 1％の割合を加算した割合）に年 7.3％を加算した割合（納期限の翌日から 1か月を経過する時までの期間については延滞金特例基準 

割合に年 1％を加算した割合） 

  ただし、算出した延滞金が 1,000 円未満の場合にはその全額を、その金額が 1,000 円以上の場合でも 100 円未満の端数金額は切り捨てます。 

 

 

同封の納付書を使用して最寄の金融機関で納めてください。 

   （※コンビニではお取扱いできません。） 
●督促状について 

  納期限までに完納が確認できない場合は督促状を発します。 

 

●延滞金について 

  納期限までに保険料を納付されない場合は、次の方法により求めた延滞金の額を加えて納付していただくことになります。納期限の翌日から納付の日までの日数に応じ、その金額 

（金額の全額が 2,000 円未満の場合にはその全額を、金額の全額が 2,000 円以上の場合でも 1,000 円未満の端数を切り捨てます。）に所定の割合（※注）を乗じて算出します。 

  （※注）所定の割合について 

   ・平成 25 年 12 月 31 日まで…年 14.6％（納期限の翌日から 1か月を経過する時までの期間については、各年の前年の 11 月 30 日を経過する時における商業手形の基準割引率に 

年 4％の割合を加算した割合） 

   ・平成 26 年 1月 1日から令和 2年 12 月 31 日まで…特例基準割合（各年の前々年の 10 月から前年の 9月までの各月における銀行の短期貸出約定平均金利（新規）の合計を 12 で 

除して得た割合に、年 1％を加算した割合）に年 7.3％を加算した割合（納期限の翌日から 1か月を経過する時までの期間については特例基準割合に年 1％を加算した割合） 

・令和 3年 1月 1日以降…延滞金特例基準割合（平均貸付割合（各年の前々年の 9月から前年の 8月までの各月における短期貸付けの平均利率（当該各月において銀行が新たに 

行った貸付けに係る利率の平均））に年 1％の割合を加算した割合）に年 7.3％を加算した割合（納期限の翌日から 1か月を経過する時までの期間については延滞金特例基準 

割合に年 1％を加算した割合） 

  ただし、算出した延滞金が 1,000 円未満の場合にはその全額を、その金額が 1,000 円以上の場合でも 100 円未満の端数金額は切り捨てます。 

 
 

同封の納付書を使用して最寄の金融機関で納めてください。 

   （※コンビニではお取扱いできません。） 
●督促状について 

  納期限までに完納が確認できない場合は督促状を発します。 

 

●延滞金について 

  納期限までに保険料を納付されない場合は、次の方法により求めた延滞金の額を加えて納付していただくことになります。納期限の翌日から納付の日までの日数に応じ、その金額 

（金額の全額が 2,000 円未満の場合にはその全額を、金額の全額が 2,000 円以上の場合でも 1,000 円未満の端数を切り捨てます。）に所定の割合（※注）を乗じて算出します。 

  （※注）所定の割合について 

   ・平成 25 年 12 月 31 日まで…年 14.6％（納期限の翌日から 1か月を経過する時までの期間については、各年の前年の 11 月 30 日を経過する時における商業手形の基準割引率に 

年 4％の割合を加算した割合） 

   ・平成 26 年 1月 1日から令和 2年 12 月 31 日まで…特例基準割合（各年の前々年の 10 月から前年の 9月までの各月における銀行の短期貸出約定平均金利（新規）の合計を 12 で 

除して得た割合に、年 1％を加算した割合）に年 7.3％を加算した割合（納期限の翌日から 1か月を経過する時までの期間については特例基準割合に年 1％を加算した割合） 

・令和 3年 1月 1日以降…延滞金特例基準割合（平均貸付割合（各年の前々年の 9月から前年の 8月までの各月における短期貸付けの平均利率（当該各月において銀行が新たに 

行った貸付けに係る利率の平均））に年 1％の割合を加算した割合）に年 7.3％を加算した割合（納期限の翌日から 1か月を経過する時までの期間については延滞金特例基準 

割合に年 1％を加算した割合） 

  ただし、算出した延滞金が 1,000 円未満の場合にはその全額を、その金額が 1,000 円以上の場合でも 100 円未満の端数金額は切り捨てます。 

 

項番 11 



Administrator
ノート注釈
Administrator : Marked

Administrator
ノート注釈
Administrator : Marked

Administrator
ノート注釈
Administrator : Unmarked

Administrator
テキストボックス

Administrator
タイプライターテキスト
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